
  
発
音
訓
練
用
カ
ー
ド 

岩
鶴
恒
義 

作
成 

 
 



発
声
訓
練
の
内
、
「
発
音
」
の
明
瞭
度
を
向
上
さ
せ
る
の
は 

「
舌
の
動
き
」
で
す
。
こ
の
教
材
で
は
様
々
な
短
い
文
章
を 

羅
列
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
読
む
こ
と
で
舌
の
動
き
の
活
性
化
を 

企
図
し
ま
す
。
た
だ
、
単
に
音
読
す
る
だ
け
で
も
多
少
の
効
果
は 

現
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
り
効
果
的
に
練
習
す
る
に
は
、 

次
の
よ
う
な
方
法
を
試
さ
れ
る
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

 



ペ
ン
を
口
に
咥
え
て
舌
に
負
荷
を
か
け
る 

●
キ
ャ
ッ
プ
つ
き
の
サ
イ
ン
ペ
ン
か
ボ
ー
ル 

 

ペ
ン
を
口
に
咥
え
ま
す
（
縦
に
咥
え
る
） 

●
上
下
の
前
歯
で
咥
え
ま
す
。
咥
え
る
長
さ
は 

 

５
ミ
リ
前
後
に
し
ま
す
。 

●
唇
を
意
図
的
に
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
な
状
態
で
文
章
を
読
み
ま
す
。 



読
む
と
き
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
思
い
切
り
早
口
で
読
み
ま
す
。
で
き
れ
ば
大
き
な
声
が
良
い
。 

●
い
ず
れ
も
初
見
の
文
章
で
す
か
ら
、
漢
字
の
読
み
方
が
わ
か
ら 

な
く
て
も
良
い
の
で
、
適
当
に
読
ん
で
「
読
み
切
る
」
よ
う
に 

し
ま
す
。 

●
ペ
ン
を
咥
え
る
時
と
、
外
し
て
読
む
の
を
文
章
ご
と
に
交
互
に 

す
る
と
「
舌
の
動
き
」
を
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。 



  
で
は
始
め
ま
し
ょ
う
！ 

 
 



 

一
般
的
な
応
対
を
す
る
場
合
の
お
じ
ぎ
は
十
五
度
、
お
礼
の 

場
合
の
お
じ
ぎ
は
三
十
度
、
お
詫
び
を
す
る
場
合
の
お
じ
ぎ
は 

四
十
五
度
と
い
う
の
が
一
応
の
目
安
で
す
。
お
じ
ぎ
を
す
る
時
は
、 

首
が
曲
が
っ
た
り
、
背
中
が
丸
く
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し 

ょ
う
。
ま
た
顔
の
表
情
も
大
切
で
す
よ
。 

 



  
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
テ
ル
内
に
は
、 

一
〇
〇
以
上
の
テ
ー
ブ
ル
・
ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
る
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ズ
・ 

カ
ジ
ノ
が
あ
り
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
買
物
を
す
る
な
ら
、 

デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
の
ほ
か
、
個
性
的
な
店
が
揃
う
ゴ
ー
ル
ド
・ 

コ
ー
ス
ト
最
大
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
パ
シ
フ
イ
ッ
ク
・ 

フ
ェ
ア
が
お
す
す
め
で
す
。 



  
決
算
日
前
後
の
モ
デ
ル
会
社
の
総
務
課
（
経
理
業
務
を
担 

当
）
で
、
ど
の
よ
う
に
決
算
手
続
き
が
す
す
め
ら
れ
る
の
か
、 

ま
た
、
そ
の
決
算
を
基
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
法
人
税
の
申 

告
が
な
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
決
算
打
合
わ
せ
会
議
で
の 

話
題
を
軸
に
し
て
、
決
算
の
大
ま
か
な
「
流
れ
」
を
見
て
い 

き
ま
す
。 



   
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
を
模
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
有
数
の 

美
し
さ
を
誇
る
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
庭
園
や
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
が 

少
年
時
代
を
過
ご
し
た
家
、
植
民
地
時
代
の
上
流
階
級
の
暮
ら
し 

ぶ
り
が
う
か
が
え
る
コ
モ
ハ
ウ
ス
な
ど
が
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
の 

見
ど
こ
ろ
と
言
え
ま
す
。 



  
暗
い
事
件
が
影
を
落
と
す
一
方
で
、
世
に
笑
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。 

テ
レ
ビ
に
劇
場
に
映
画
館
に
、
哄
笑
が
起
こ
ら
な
い
日
は
な
い
。 

し
か
し
、
笑
い
は
単
に
そ
の
場
そ
の
場
で
消
費
さ
れ
て
い
る
だ
け
で 

文
化
的
な
評
価
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
笑
い
を
生
む 

「
ユ
ー
モ
ア
」
の
手
法
に
時
代
性
は
、
変
化
は
あ
る
の
か
、
「
学
問
」 

し
て
み
る
。 



  
自
然
災
害
や
戦
争
の
ほ
か
、
肉
親
の
死
な
ど
衝
撃
的
な
体
験
が 

も
た
ら
す
心
の
傷
の
後
遺
症
を
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
（
Ｐ
Ｔ 

Ｓ
Ｄ
）
と
呼
ぶ
。
体
験
か
ら
一
年
と
い
っ
た
節
目
に
突
然
、
記
憶
が 

甦
っ
た
り
、
あ
た
か
も
現
在
起
き
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
捕
ら
わ
れ 

た
り
す
る
心
の
動
き
を
、
特
に
記
念
日
症
候
群
と
呼
ん
で
い
る
。 

「
記
念
日
反
応
」
や 
「
命
日
効
果
」
と
も
称
さ
れ
る
。 



  
黄
金
色
の
砂
浜
が
四
二
キ
ロ
も
続
く
サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
・
パ
ラ
ダ 

イ
ス
。
抜
け
る
よ
う
に
青
い
空
、
紺
碧
の
海
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が 

実
に
見
事
で
、
本
当
に
た
め
息
も
の
の
美
し
さ
で
す
。
浜
辺
に
は 

高
層
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
び
、
お
し
ゃ
れ
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
レ
ス
ト 

ラ
ン
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 



  
白
い
氷
原
と
化
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
、
流
氷
観
測
の
砕
氷
型 

巡
視
船
「
そ
う
や
」
（
三
八
〇
〇
ト
ン
）
が
厚
さ
数
十
セ
ン
チ
の 

氷
を
砕
き
な
が
ら
進
む
。
五
日
午
前
、
網
走
の
東
北
東
四
八
キ
ロ 

付
近
を
北
に
向
け
て
航
行
中
。
流
氷
は
す
で
に
知
床
か
ら
網
走
の 

沖
合
を
埋
め
、
氷
の
海
を
渡
る
風
は
刺
す
よ
う
に
冷
た
い
。 

 



  
北
大
阪
急
行
の
桃
山
台
駅
か
ら
四
十
七
番
の
「
阪
急
曽
根
行
き
」 

の
バ
ス
に
乗
り
、
「
熊
野
町
一
丁
目
」
下
車
。
豊
中
駅
か
ら
バ
ス
に 

乗
る
場
合
は
「
熊
野
田
小
学
校
前
」
下
車
。
邸
宅
が
建
つ
こ
の
あ
た 

り
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
漂
う
街
。
近
く
を
流
れ
る
天
竺
川
に 

沿
っ
て
、
の
ん
び
り
と
散
歩
し
た
く
な
る
。 

 



  
昨
年
十
二
月
、
被
災
地
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
、
イ
タ 

リ
ア
の
伝
統
的
な
光
の
芸
術
「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
が
、
神
戸
市
中
央 

区
の
旧
居
留
地
な
ど
で
披
露
さ
れ
た
。
色
と
り
ど
り
の
電
飾
に 

埋
ま
っ
た
街
並
み
は
、
い
か
に
も
神
戸
ら
し
く
洗
練
さ
れ
て 

美
し
か
っ
た
。 

 



  
水
面
に
優
雅
な
姿
を
映
す
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
は
、
シ
ド
ニ
ー
の 

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
、 

演
劇
、
交
響
楽
団
の
本
拠
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
有
数
の 

規
模
を
誇
る
シ
ド
ニ
ー
水
族
館
や
、
海
洋
博
物
館
、
大
シ
ョ
ッ 

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
集
ま
っ
て
い
る
ダ
ー
リ
ン
グ
ハ
ー 

バ
ー
ヘ
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
が
便
利
で
す
。 



  
宝
塚
歌
劇
団
雪
組
の
「
あ
か
ね
さ
す
紫
の
花
」
は
、
万
葉
の
歌
を 

題
名
に
と
っ
た
久
々
の
日
本
物
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
古
代
の
大
化
改
新 

の
立
役
者
、
中
大
兄
皇
子
、
大
海
人
皇
子
兄
弟
と
歌
人
額
田
女
王
と 

の
愛
と
闘
い
を
描
い
た
ロ
マ
ン
で
、
き
ら
び
や
か
な
王
朝
風
俗
に 

哀
調
を
帯
び
た
万
葉
の
歌
が
溶
け
合
い
、
感
動
的
な
舞
台
に
仕
上 

が
っ
た
。 



  
中
国
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
コ
ン
ピ
ュ 

ー
タ
ー
に
よ
る
国
際
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
を
管
理
す
る 

た
め
、
国
家
機
密
の
漏
洩
や
ポ
ル
ノ
情
報
の
入
手
を
禁
止
す
る 

内
容
の
暫
定
規
則
を
制
定
、
施
行
し
た
。
違
反
す
れ
ば
、
刑
事 

訴
追
す
る
こ
と
も
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 



  
言
葉
遊
び
の
一
つ
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

「
い
に
し
え
の
昔
の
武
士
の
侍
が
、
木
曽
の
山
な
か
の
山
中
で
、 

馬
か
ら
落
ち
て
落
馬
し
て
、
女
の
婦
人
に
笑
わ
れ
て
、
赤
い
顔
し
て 

赤
面
し
、
家
に
帰
っ
て
帰
宅
し
て
後
、
小
さ
な
刀
の
小
刀
で
腹
掻
き 

切
っ
て
切
腹
し
…
」
と
続
い
て
い
き
ま
す
。 

 



 

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
八
月
十
五
日
正
午
か
ら
ラ
ジ
オ
で 

放
送
さ
れ
た
玉
音
放
送
に
よ
り
、
前
日
に
決
ま
っ
た
ポ
ツ
ダ
ム 

宣
言
受
諾
及
び
日
本
の
降
伏
が
国
民
に
公
表
さ
れ
た
日
を
「
終
戦 

記
念
日
」
と
す
る
。
ほ
か
に
終
戦
の
日
（
し
ゅ
う
せ
ん
の
ひ
） 

と
も
称
さ
れ
、
政
治
団
体
や
非
営
利
団
体
な
ど
に
よ
る
平
和
集 

会
が
開
か
れ
る
。 



痙
攣

け
い
れ
ん

性
発
声
障
害
は
、
発
声
器
官
で
あ
る
喉
頭

こ
う
と
う

に
器
質
的
異
常
や 

運
動
麻
痺
を
認
め
な
い
機
能
性
発
声
障
害
の
一
つ
で
あ
る
。
発
声 

時
に
声
の
途
切
れ
や
つ
ま
り
感
、
あ
る
い
は
気
息
性
嗄
声

き

そ

く

せ

い

か

せ

い

な
ど
を 

呈
す
る
。
日
常
会
話
機
能
が
著
し
く
障
害
さ
れ
、
患
者
は
就
労
や 

社
会
活
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
。
治
療
法
の
確
立
が
望
ま
れ
て 

い
る
。 



 

日
本
語
の
共
通
語
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
大
き
く
分
け
て
平
板
と
起
伏
、 

二
種
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
平
板
型
ア
ク
セ
ン
ト
は
、 

最
初
の
一
拍
目
だ
け
が
低
く
、
そ
れ
以
降
の
拍
が
一
拍
目
よ
り 

高
く
平
坦
に
発
音
さ
れ
ま
す
。
平
板
型
の
単
語
の
中
で
は
、 

音
の
高
さ
の
急
な
下
降
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 



 

「
合
掌
造
り
民
家
園
」
の
敷
地
内
に
は
、
岐
阜
県
重
要
文
化
財 

指
定
建
造
物
九
棟
を
含
む
約
十
五
棟
が
移
築
保
存
さ
れ
て
お
り
、 

他
に
、
白
川
村
の
文
化
、
伝
統
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

建
物
は
全
て
合
掌
造
り
で
、
民
家
の
み
で
は
な
く
、
板
倉

い
た
く
ら

、 

唐 か
ら

臼 う
す

小
屋
、
馬
小
屋
、
稲
架

は

さ

小
屋

ご

や

も
あ
り
ま
す
。 



 

大
鹿

お
お
し
か

村
は
長
野
県
の
南
部
、
天
竜
川
の
支
流
、
小
渋
川

こ
し
ぶ
が
わ

の
上
流
に 

位
置
し
ま
す
。
日
本
列
島
を
縦
断
す
る
大
断
層
「
中
央
構
造
線
」 

が
村
の
中
心
を
貫
き
、
東
側
は
南
北
に
の
び
る
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
、 

西
側
は
伊
那
山
脈
に
囲
ま
れ
、
村
の
面
積
の
９７
％
が
山
林
原
野
で 

占
め
ら
れ
、
集
落
が
急
傾
斜
地

き
ゅ
う
け
い
し
ゃ
ち

に
点
在
す
る
の
ど
か
な
山
村
で
す
。 



 

広
島
は
原
爆
に
よ
る
被
災
後
、
平
和
文
化
都
市
の
建
設
を
目
指 

し
て
、
復
興
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
道
程
の
中
で 

久
し
く
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
心
の
喜
び
と
や
す
ら
ぎ
の 

場
で
し
た
。
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
は
、
“
愛
と
や
す
ら
ぎ
の
た
め
に
” 

を
テ
ー
マ
に
、
人
々
の
希
求
に
応
え
る
香
り
高
い
美
の
殿
堂 

と
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
。 



 

ヴ
ォ
イ
ニ
ッ
チ
手
稿
と
は
、
一
九
一
二
年
に
イ
タ
リ
ア
で 

発
見
さ
れ
た
古
文
書
で
あ
る
。
未
解
読
の
文
字
が
記
さ
れ
、 

多
数
の
奇
妙
な
絵
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。 

ほ
ぼ
全
て
の
ペ
ー
ジ
に
女
性
、
占
星
図
、
植
物
と
い
っ
た 

様
々
な
絵
が
彩
色
さ
れ
て
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。 

 



   
奈
良
県
に
あ
る
唐
招
提
寺
で
は
、
鑑
真
和
上
の
命
日
で
あ
る 

六
月
六
日
の
午
後
一
時
か
ら
、
和
上
を
偲
び
、
講
堂
で
舎
利
会
が 

執
り
行
な
わ
れ
ま
す
。
前
日
五
日
は
午
前
九
時
か
ら
鑑
真
和
上 

坐
像
を
安
置
す
る
御
影
堂
で
献
香
・
献
茶
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
同
日
午
後
四
時
か
ら
、
和
上
の
徳
を
讃
え
る
法
要
が
講
堂
で 

執
り
行
わ
れ
ま
す
。 



 

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
と
は
、 

江
戸
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
政
策
の
下
で
、
ひ
そ
か
に
キ
リ 

ス
ト
教
信
仰
を
伝
え
た
人
々
の
歴
史
を
物
語
る
も
の
で
す
。 

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
自
ら
の
信
仰
を
ひ
そ
か
に
続
け
る
中
で 

育
ん
だ
宗
教
的
伝
統
を
ど
の
よ
う
に
形
成
、
展
開
し
、
そ
し
て 

終
わ
り
を
迎
え
た
の
か
を
表
し
て
い
ま
す
。 



 

道
路
交
通
法
は
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止
し
、
交
通
の
安 

全
と
円
滑
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、 

道
路
法
や
道
路
運
送
法
で
規
定
さ
れ
た
道
路
、
自
動
車
道 

お
よ
び
一
般
交
通
に
使
わ
れ
る
場
所
を
使
用
す
る
歩
行
者
、 

車
両
、
お
よ
び
路
面
電
車
の
交
通
方
法
を
定
め
る
と
と
も
に
、 

運
転
免
許
、
罰
則
な
ど
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 



 

「
文
楽
」
の
起
源
は
、
竹
本
義
太
夫
が
、
大
坂
に
「
竹
本
座
」 

を
建
て
、
「
義
太
夫
節
」
と
い
う
語
り
、
太
棹
三
味
線
に
よ
る 

演
奏
、
そ
し
て
人
形
遣
い
の
三
つ
の
技
を
合
わ
せ
た
「
三

業

さ
ん
ぎ
ょ
う

」 

で
の
人
形
浄
瑠
璃
の
興
行
を
始
め
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。 

現
在
、「
文
楽
」
と
い
う
名
称
は
、
す
べ
て
の
人
形
浄
瑠
璃
の 

代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。 



 

ザ
ッ
ハ
・
ト
ル
テ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ホ
テ
ル
・
ザ
ッ
ハ
ー
の 

名
物
ケ
ー
キ
で
あ
り
、「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
王
様
」 

と
称
さ
れ
る
。
作
り
方
は
、
小
麦
粉
、
バ
タ
ー
、
砂
糖
、 

卵
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
で
作
っ
た
生
地
を
焼
い
て
ベ
ー
ス
を 

作
り
、
ア
ン
ズ
の
ジ
ャ
ム
を
塗
っ
た
後
に
、
表
面
全
体
を
溶
か 

し
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
入
り
の
フ
ォ
ン
ダ
ン
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
。 



 

六
百
年
の
歴
史
を
持
つ
堺
の
刃
物
生
産
は
、
室
町
時
代
に
加
賀
国 

（
現
在
の
石
川
県
）
か
ら
刀
鍛
冶
を
祖
と
す
る
一
団
が
堺
へ
移
住 

し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
礎
は
古
墳
時
代
、 

日
本
最
大
の
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
の
築
造
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て 

い
ま
し
た
。
鍬 く

わ

や
鋤 す

き

な
ど
の
鉄
製
道
具
を
つ
く
る
職
人
集
団
が 

堺
に
定
住
し
、
鍛
冶
技
術
が
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 



「
風
姿

ふ

う

し

花
伝

か

で

ん

」
は
、
世
阿
弥

ぜ

あ

み

が
記
し
た
能
の
理
論
書
で
あ
る
。 

能
の
修
行
法
・
心
得
・
演
技
論
・
演
出
論
・
歴
史
・
能
の
美
学 

な
ど
世
阿
弥
自
身
が
会
得

え

と

く

し
た
芸
道
の
視
点
か
ら
の
解
釈
を
加
え 

た
著
述
に
な
っ
て
い
る
。
成
立
は
室
町
時
代
の
初
め
頃
。
「
幽
玄
」 

「
物
真
似
」
「
花
」
と
い
っ
た
芸
の
神
髄
を
語
る
。
最
古
の 

能
楽
論
の
書
で
あ
り
、
日
本
最
古
の
演
劇
論
と
も
言
え
る
。 


